
工業用水道事業の資金収支見通し等（千葉県工業用水道事業中期経営計画）

◎ 　資　金　収　支　見　通　し

              （単位：億円）

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度
Ｈ２２～２４
年度の計

【収入】       １８７ 　（１７８）       １９２        １７４        １６８      　５３４ 　　４５７  （１５２）

　料金収入等 注１）       １３０ 　（１４３）       １３０        １３１        １３１      　３９２ 　　３９４  （１３１）

　企業債借入金       　４０ 　（　３４）       　４７        　２９        　２５      　１０１ 　　　３４  （　１１）

　その他 注２）       　１７ 　（　　１） 　　 　１５          １４        　１２      　　４１ 　　　２９  （　　９）

【支出】       １８６ 　（１６１）       １９０        １７１        １８７     　 ５４８ 　　４２４  （１４１）

　維持管理費       　５９ 　（　５１）       　５７        　５５        　５３      　１６５ 　　１６２  （　５４）

　建設改良費 注３）         ２０ 　（　１２）       　２２        　１８        　１７      　　５７ 　　　３４  （　１１）

　貯水施設費 注４）         １３ 　（　１１）       　２９        　１３        　　７      　　４９ 　　　２０  （　　７）

　企業債償還金等 注５）         ８９ 　（　７９）       　７７        　８１      　１０６      　２６４      １９６  （　６５）

　その他         　５ 　（　　８）       　　５       　　４        　　４      　　１３  　    １２  （　　４）

収支差     　 　１ 　（　１７）           ２            ３    　△ １９    　△ １４  　　　３３  （　１１）

＜企業債残高＞     ＜４７６＞　（４５７）     ＜４８４＞     ＜４７６＞      ＜４６３＞           ― 　２７年度末  ＜３９３＞　　

＜保有資金＞ 　  ＜　７９＞　（１４７）     ＜　８２＞      ＜　８５＞    　＜　６６＞           ― 　２７年度末  ＜　９９＞　

注１）　「料金収入等」とは、水道料金、受水負担金をいいます。
注２）　「その他」とは、工事負担金収入、固定資産の売却代金などをいいます。
注３）　「建設改良費」とは、施設の更新、改築作業のための支出をいいます。
注４）　「貯水施設費」とは、ダム、導水路等水源の開発のための支出をいいます。
注５）　「企業債償還金等」には、水資源機構への償還金の支払い及び一般会計等への返還金を含みます。
注６）　端数処理の関係で、合計値が合わないところがあります。

Ｈ２１年度
（　）内は決算見込み額

Ｈ２５～２７年度
【 （　）内は年平均 】

　○　料金収入は横ばいで推移していく一方、各種の取組により維持管理費等の費用が
　　減少するため、収支差はプラス基調で推移する見込みです。



◎　主な資産・負債の将来見込み

（単位：億円）

【資産】　    ２，４８９    （２，５２４）

　保有資金    　　　７９    （    １４７）

　固定資産    ２，４１０    （２，３７７）

【負債】      　９７５    （    ９５１）               ８５６               ７２７

　企業債残高        ４７６    （    ４５７）               ４６３               ３９３

　年賦未払金残高 注）        １１４    （    １０９）               　５９               　３１

  他会計借入金残高        ３８５    （    ３８５）               ３３４               ３０３

注）　「年賦未払金残高」とは、水資源機構へ償還すべき金額の残高をいいます。

   ２，２５０

Ｈ２１年度末の主な
資産・負債状況

【 （　　）内は決算見込み額 】

 　　供給するための施設（浄水場、配水管など）や、取水するための権利（ダム使用権、水

 　　利権など）が固定資産として計上されているためであり、その財源として企業債等の借

 　　入資金を活用しています。

　○　今後も、安定給水に努め、料金収入を確保することにより、負債を計画的に返済して

 　　いくこととしています。

 ２，３４０

　○　主な資産と負債を比較すると、資産の額が大きくなっていますが、これは工業用水を

　　　　　　　６６ 　　　　　　　 ９９

Ｈ２４年度末の主な
資産・負債状況

（想定）

Ｈ２７年度末の主な
資産・負債状況

（想定）

　　　　２，４０６   　　　 ２，３４９


	kousuisyuusi-1
	公表版（収支見通し）

	kousuisyuusi-2
	公表版（資産・負債） 


